
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

１０月１４日と２７日、１１月９日の３

日間、更別小学校５年生の家庭科の時間に、

地域の学校応援団と保護者の方々が授業支

援に入ってくださいました。家庭科の地域

の方等による支援は、１学期に引き続いて

２回目の取組です。 

 ３日間で延べ１２名の地域の方と９名の

保護者の方が授業支援に入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担任の先生と事前の打ち合わせ】 

 

 

 

 

授業の内容は「ミシンを使ってマスクを

作ろう」でした。 

１４日は、初めてミシンに触れ、実際に糸

をかけて試し縫いをしました。 

 ２７日は、ミシンを使って「マスク」を作

り、１１月９日は、マスク作りが終わった児

童が、やや複雑なティッシュケース付マス

クポーチにもチャレンジしました。 

サポートする大人たちは、子どもたちの

自主性を尊重し、質問やお願いをされたら

教えてあげ、また、様子を見ながら、苦戦し

ていそうな子どもがいたら、そっと手を差

し伸べていました。子どもたちに、「上手！

上手！」「丁寧な作業だね」など、プラスメ

ッセージを伝えてくれました。 

 

 

 

 

  

  

 

子どもを真ん中にした地域ぐるみの学校支援で、学校が元気に！地域が元気に！ 

授業のサポートに入ってくださった方々からの感想（抜粋） 
 
〇子どもたちから「教えてください。」「すみ

ません。分かりません。」と、どんどん声を

かけてきてくれました。 

〇ミシンの糸の不具合があるなど大変な場面

もありましたが、子どもたちはそれにもめ

げず前向きで意欲的に完成に向けてがんば

っていたのが素晴らしかったです。 

〇みんな素直でアドバイスにもしっかりと耳

を傾けてくれました。作品をつくる途中に

はみんなの性格がいろいろと出ていて、ま

た、それが楽しかったです。 

 
 

本日の授業の内容確認。今回も子どもたちにど

んな支援をしていったらよいかの観点を提示して

いただいたので、スムーズに支援ができました。 

 

サポートに入ってくださった地域の学校応援団 

の方々、小学校保護者の皆様 

梶浦さん 草深さん 宗像さん 栗田さん 

佐藤さん 石井さん 瀬田川さん 

道見さん 寺井さん 森田さん 浅野さん 

 

 担任の仲野先生は「サポートしてもらうこと

で、子どもたちが安心して学習に臨み、できる

喜びを味わうことができました。」とコメント。 

 密を避けるため、２つの

教室で授業をします。 

そうそう、上からしっか 

りアイロンをかけて・・。 

 縫いしろに定規で印を 

つけるよ。 

 さあ、もう一度チャレ

ンジしてみよう。 

 布のはしを三つ折りに 

するよ。 

ありがとうございました 


